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※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

原木積み込み状況

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
他産業の影響により、計画的に出荷ができず、不用額が発生している。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

令和６年度も人員不足等の影響があり、民有林の間伐が進まない状況にあったが、鹿児島県が主伐を実施したこと

により、事業者が木材等を確保できていた。しかし、市内の大型工事による物流の増加、また、荒天により、限ら

れた船舶の手配や輸送先の港の日程調整が出来ず、計画どおりの出荷ができていない。引き続き流通コストの助成

を行うことで経費低減と安定出荷に繋げたい。

補助の対象となる品目や費用は、助成を行っている。不要額が発生しないよう計画的な出荷を推進する。方向性

事業の意図 海上輸送費負担軽減により、林産品の島外出荷増を図る。

事業の実績

と成果

取組内容 市内で生産・製造された林産品を島外へ出荷する際の海上輸送費の一部を助成した。

成 果 林産品の島外出荷促進により、素材・林材事業者の活性化が図れた。

事業名 林産品島外出荷支援事業 総事業費 19,400 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 林業の振興

基本事業名 流通加工販売体制の整備


